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平和島スターボウル徳江  和則505C SPECAL EDITION

503C505C SE

インターナショナル製品の重要性は非常に高く、日本におけるマーケットで各社カタログボールはもちろんのこと、カタログボールで
補えない性能や日本のコンディションをモーラできることを考えると、無くてはならない存在と言っても過言ではありません。
今回リリースする505C SE（Special Edition）も例外ではなく、505Cをベースにスキッド感とバックエンドのシャープさを
強化させ、ミディアムコンディションから以下で抜群の運動性能を誇るボールとして作成されました。505C同様、心臓部には
インターナショナル製だけに使用を許されたシャトルコアを採用しています。
今までシャトルコアでさまざまなボールを作りあげてきましたが、カバーストックとの相性で「柔らかいフリップ系」と
「角がでるシャープ系」と二つの性能に分かれてきました。今回の505C SEは後者の角がでるシャープ系で、十分なスキッドを得られ
バックエンドでのグリップ力を強化させることでメリハリのあるリアクションを実現させています。
ミディアム用対応のボールが多く存在する中、505C SEはあえてミディアムコンディション以下に用途を設定し、そのコンディション
においての”Only One”を目指しました。また表面の光沢をやや消すことで初代505Cと同じリアクションが得られるように作成して
いますので、箱出しのまま走る”5”シリーズでお使いになるか軽く加工し505Cのような使い方をするか、使用用途に合わせ
チューンナップを施してください。
この505C SEはプロボウラーからアマチュアの女性の方まで幅広いタイプの方に使用して頂ける性能です。ナンバーシリーズの
中でも人気の領域とお求めやすいミッドプライスの価格帯で完売も予想されます。オーダーはお早めに！
505Cをモチーフにスキッド感とシャープ感を向上させたタイプ。表面の選択で505Cのイメージ使用することも可能。
コンディションの中盤から後半に使えるスペックは幅広いタイプのボウラーに愛されることでしょう。
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